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編集後記：最近私の担当した原稿に関する話題をふた

っほど

　ひとつは，9月号掲載予定の「論文に対するコメン

ト」と「回答」です．これは，「天気」に掲載された論

文に対する，読者からの疑問や意見，補足などを短報

として掲載し，必要に応じて論文の著者からの回答も

同時に掲載するものです．このような記事を掲載する

ようにした理由ですが，今回の短報の査読者がほぼ同

じような意見でしたので，その言葉を借りますと，「掲

載された論文などに対する質疑・応答，反論・回答な

どを公開の場で行うことは，学会の活動として望まし

いものであり，反論等の内容が学問的に妥当性を欠い

たものなどでない限り，最大限その機会を学会として

保証すべきものである」．詳細については，9月号の学

会だよりをご覧ください．さて，今回のコメントの著

者，回答者，両人の意見は，それぞれに面白く拝見し

ました．とくに，今回は，両者の台風への研究のアプ

ローチが異なっていることから，これらを読むことで

新たな視点で原論文を見ることができ，理解が一層深

まりました．

　もうひとつ．読者のひとりから，最近「シンポジウ

ム欄」が面白くない，とのご意見を頂戴しました．「シ

ンポジウム欄」は気象学会の各分野の最新知識につい

ての有効な情報源だと認識しておりすが，同時に細分

化された分野の情報であるため，専門知識がある人で

ないと理解しにくい傾向もあると思います．これを，

専門外の多くの人にも，他分野からの情報として少な

い基礎知識で読んでもらうためには，今まで以上に記

事に工夫が必要だろうと考えています．そこで具体的

に次のようなことを考えています．①原稿を短くする

こと．特に，規定のぺ一ジ数を超えないようにする．

そのために，必要に応じて参考文献などを有効利用す

る．②専門用語については，表などを使い，わかりや

すくすること．③図，表1写真を積極的に掲載するこ

と．

　従来から「シンポジウム欄」に投稿されている方に

は，注文が増えることになりそうですが，よろしくご

協力をお願いいたします．もちろん，新しい方の投稿

もよろしくお願いいたします．　　　　　（牧原康隆）
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